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春季全国火災予防運動　3/ 1 ～3/ 7

山火事予防全国統一標語
守ろうよ 地球の緑を 火の手から

空気が乾燥し風の強い日が続くこの季節、毎年のように山火事が多
発しており、その原因のほとんどは田のあぜ焼きやたき火の不始末、
たばこのポイ捨てによるものです。乾燥した由林にいったん火が移る
と、あっという間に燃え広がり被害が大きくなります。

火の扱いには1人1人が十分注意し、郷土の美しい自然を守りましょ
う。

長門地 区西消防 署 火災時 の問合せ

32- 1230　　　　22- 1414
ht t p: / / member . hot - cha. t v/～ht b20504/
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